令和６年度和歌山県統計グラフコンク－ル審査講評

　令和６年度和歌山県統計グラフコンク－ルにおいて受賞されました皆様方、おめでとうございます。県下より各部門の合計266点（313名）の多数の作品が応募されました。
　その作品を、テ－マの選択、デ－タ理解、統計グラフの表現技術、正確性、要件の充足状況、全体のまとめ方に重点をおいて審査しました。
　その結果、特選４点、入選１５点、佳作１０点、合計２９点を入賞作品として決定しました。

第１部　小学校１・２年生の作品
　　第１部の作品からは、特選１点、入選２点が入賞しました。
「みんながたのしめるといいな、きゅうしょくのじかん」は、同じ学年のみんなと先生方から約１か月かけてアンケ－トを取り、学校給食について調査した作品です。実際に聞き取ったデ－タを項目ごとにグラフに表し、工夫して色分けされ、わかりやすくまとめています。最後にこの結果を給食の先生に届けに行こうと書かれています。給食の先生方はうれしかったでしょうね。
「セミのぬけがらちょうさ」は、自分が普段遊んでいる公園ではどんな種類のセミが多いのか調べたいと思い、実際にセミのぬけがらを調査した作品です。今回の調査結果から他の公園ではどうなんだろうと新しい疑問を持つことができました。
「みんなの“ゆめ”はなんですか？～てい学年、高学年、先生のちがいはあるのかな？～」は、年齢によって夢の違いはあるのかを疑問に思い、同じ学年の２年生とお兄ちゃんの学年の５年生そして先生にアンケ－トを取り、その結果をまとめた作品です。いろいろなグラフを用いて挿絵を入れて、配色を考え、見やすく仕上げることができました。

第２部　小学校３・４年生の作品
　　第２部の作品からは入選１点が入賞しました。
「和歌山城動物公園のすきな動物調べたよ」は、遠足で和歌山城に行ったときに疑問に思ったことをもとに、クラスでアンケートを取った結果をまとめた作品です。挿絵を入れたり、項目のタイトルの形に工夫が見られました。まとめや自分の感想も詳しく書けました。

第３部　小学校５・６年生の作品
　　第３部の作品からは特選１点、入選４点が入賞しました。
「ぼくのモヤモヤ調べたい！みんなは携帯電話、スマ－トフォン持っているの？！～５年生の電子機器事情～」は、同じ５年生の携帯電話スマ－トフォン事情についてアンケ－トを取り、その結果をまとめた作品です。棒、帯、円グラフを効果的に用いて見やすく表されています。質問の項目ごとにグラフが見やすくまとめられています。自分は今持っていないが、今後携帯電話やスマ－トフォンを持とうという人のための参考になるのではないでしょうか。
「気象デ－タ分析～梅雨編～」は、２０２４年の梅雨入りが例年より遅かったことから、その結果梅雨の間の降水量がどうだったのかについて気象庁のデ－タをもとに分析した作品です。デ－タによってグラフを使い分けることで、梅雨の期間と降水量の関係について見やすくまとめられています。
「パリオリンピック大調査！」は、今年開催されたパリオリンピックで日本人選手が頑張っている姿を見て、日本人選手やメダル数について興味を持ったことをテ－マにした作品です。円グラフ、棒グラフ、折れ線グラフを活用し、収集したデータをわかりやすくまとめられています。
「自然災害について」は、今年１月に起こった能登半島地震や日本で発生する台風の被害を調査した作品です。調査したことを項目ごとに分け、グラフに表しています。自分の考えについてもまとめることができました。
「富士登山者に！Where are you from?」は、今年富士山に登ったことをきっかけに、実際に富士山の山小屋で聞き取り調査をおこない、その結果をまとめた作品です。その調査結果を棒グラフ、円グラフ、帯グラフ、地図などで表し、見やすくまとめ、楽しい作品に仕上げられています。

第４部　中学生の作品　
第４部の作品の中から、特選１点、入選４点、佳作５点の合計１０点が入賞しました。
「１０代日本の野球はどう変化しているの？？」は、自分が女子野球をしていることから、野球人口の減少問題について調査した作品です。その原因や現状をいろいろな方向から考察し、調査したことを多様なグラフを効果的に用いて分かりやすくまとめています。最後に調査から導き出した結論や考えも書かれています。
「その日は突然やってくる！！南海トラフ巨大地震」は、過去に自分が住んでいる広川町で起こった大地震について関心を持ち、これから起こる可能性の高い南海トラフ大地震に向けた災害意識について調査した作品です。実際に広川町の人々に災害時の対応について聞き取りし、地震・津波に対する備えや危機感を訴えています。
「リミット３０年　南海トラフ」は、今年８月に宮崎県で震度６弱の地震が起こり、南海トラフ巨大地震注意が発表されたのを機に、発生場所、津波の高さ、被害想定を詳細に調べグラフ化し、そのグラフから考察したことを項目ごとにまとめた作品です。この調査で改めて南海トラフ巨大地震に危機感を持つことができました。×

[bookmark: _GoBack]「一度は何度も行こう！南紀白浜」は、和歌山の観光名所である白浜町について調査した作品です。収集したデ－タを項目ごとに円グラフ、棒グラフ、折れ線グラフにまとめ、分析しています。調査結果から、観光客をさらに増やすための問題提起することができました。
「＃推ししか勝たん　推し活大調査」は、現在ブームとなっている推し活について、調べたいと思ったことを調査した作品です。調査した内容を多様なグラフで効果的に表わしています。項目ごとに各グラフが分析され、見やすくまとめられています。
「夏が前よりも暑くて長いのは本当？」、「優先席の実態は？？」、「ウトウトタイムの導入を」、「あなたはどっち？」、「中高生のＳＮＳ」は、日常生活の改善点や興味深い事柄をテ－マにした作品です。どの作品も収集したデ－タを多様なグラフ、挿絵、吹き出しなどで有効に用いて分析しています。項目ごとにまとめられていて、グラフから導き出した結論や自分の考えも書かれています。

第５部　小中学生のパソコン統計グラフの作品
第５部の作品の中から、特選１点、入選３点、佳作５点の合計9点が入賞しました。
「生成ＡＩの現状とこれから」は、ＡＩの中でも次のステップとして注目されている技術である生成ＡＩについて調査しまとめた作品です。タイトル、調査結果、考察を色ごとの項目に分け、グラフについても効果的に表現できています。最後に生成ＡＩのこれからについて考察し、自分の考えや今後の課題への解決策についてもまとめることができました。
「少子高齢化を防ぐには？～実例から学ぶ～」は、近年社会問題となっている少子高齢化について、和歌山の現状を調査し、グラフ化した作品です。デ－タを多様なグラフ、吹き出しなどでわかりやすく分析しています。課題の解決に向けたポイントやこれからの少子高齢化について想定し、自分の考えをまとめることができました。
「空き家問題」は、近年放置された空き家の数が増え、社会問題となっていることについて調査した作品です。調査した空き家現状をグラフ化しています。そして、結果は吹き出しを使いわかりやすくまとめています。空き家数と空き家率といった表し方の違いを知り、導き出した結論や自分の考えを書いています。
「超深刻！？人手不足問題！」は、２０２４年問題と言われている一部業種で労働時間の制限が行われることで人手不足問題が生じる社会問題について調査した作品です。これまでの日本の労働者の現状を調査し、その推移をまとめています。今後の人手不足対策については、問題解決に向けた様々な取り組みが必要であると自分の考えをまとめることができました。
「どうなる和歌山？どうするこれから？」、「みんなの推し事情」、「２０２４年プロ野球セリ－グの首位争いは何故こんなにも激戦なのだろうか？結局どうなるの？」、「中学生の部活事情」、「干潟と干潟の生き物を守ろう！」は、日常生活、学校生活で興味のあることや時事的な事柄について関心の高い事柄をテ－マにした作品です。どの作品も収集したデ－タを多様なグラフ、挿絵、吹き出しなどを有効に用いて分析しています。項目ごとにまとめられていて、グラフから導き出した結論や自分の考えも書かれています。

第６部　高校生以上の作品
第６部の作品は入選１点が入賞しました。
「オ－ストラリア・ブリズベンで和歌山県をＰＲ！オセアニアからの誘客に魅力的な観光資源とＳＮＳコンテンツは？？」は、グ－グルフォ－ムを利用したアンケ－トとLit.linkを作成しQRコードを配布して行うアンケートを実施しています。アンケート結果をもとにした分析と和歌山県への来日外国人の実態調査した結果をまとめた作品です。今回ＳＮＳを使いアンケ－トを行ったこと、そして、外国の人に向けてのアンケ－トであったことは良い経験になったのではないでしょうか。今回の作品を作った感想もまとめられていますので是非見てください。　

以上、部門ごとの講評とさせていただきます。多数のご応募ありがとうございました。
これからも、身近な問題、社会・経済・環境問題など、自分が興味・関心を持つことや問
題意識を持ったことについて、調査や観察などを行い、集めたデータを分類、集計、グラ
フ化し、表現することや分析することの楽しさを体験し、作品作りに励んでください。次
回も多数のご応募を期待しています。
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